
＜主催＞（社）日本建築学会 倫理委員会 教育・研究プログラム小委員会

主 旨

昨今，UIAにおける建築家の国際的相互認証を目的とした各国の資格制度や教育制度の相互認証へ向けた動き，国内におけ

る技術者教育プログラムの審査，認定を行うJABEE（日本技術者教育認定機構）の発足などを背景に，大学の建築教育の中で，

あるいは企業・組織での倫理教育が求められるようになってきており，本会では建築界に向けた教科書として「建築倫理用教

材」（2003.10），「建築学会の技術者倫理教材」（2009.6）を刊行してきました。

しかしながら，建築系学生に向けた大学の倫理教育や企業・組織における倫理教育は未だ模索が続いている状況であること

から，本会倫理委員会では2008年度に倫理委員会に教育・研究プログラム小委員会を設置し，現状の教育・研修状況をアンケ

ート調査により明らかにし，この度，建築系学生に向けた倫理教育と企業・組織における実務研修を担当する方々をサポート

するための「倫理教育プログラム開発のためのガイドブック」をまとめました。

今回のシンポジウムでは，特に，建築系学生に向けた大学における倫理教育，教員の倫理研修に焦点を当て，「ガイドブッ

ク」の解説・意見交換を行う計画としています。

また，基調講演者として，明治以来，日本の研究者・技術者が起こしたすべての事件をデータベース化されたお茶の水女子大

学の白楽ロックビル教授をお招きし，研究者・技術者の事件をどう読み取れるかについてご講演いただく予定としております。

特に，大学等の教育機関において倫理教育に携わっていらっしゃる教員の方々のご参加を期待しています。

日 時 2010年 9月 24日（金）13:00～17:00

会 場 建築学会302･303会議室（東京都港区芝5-26-20）

内 容 司 会：石川 孝重（日本女子大学），記 録：中島 芳樹（大林組）

プログラム

1.開会の挨拶と主旨説明：倫理委員会とガイドブック 松藤泰典（倫理委員会幹事，北九州市立大学） 13:00-13:20

2.［第１部］基調講演

「研究者・技術者の事件をデータベースで読み解く」 白楽ロックビル（お茶の水女子大学理学部生物学科教授）
13:20-14:05

－－－－休憩－－－－

3.［第２部］倫理教育プログラム開発のためのガイドブック 14:10-15:30

（1）建築技術者倫理に関するアンケート結果とまとめ 石川孝重（前掲）

（2）建築系学生に対する倫理教育プログラム開発支援

1）建築技術者の倫理教育とはどのようなものか？ 増田幸宏（豊橋技術科学大学）

2）求められている授業

3）教材

4）学習目標の設定

5）評価の在り方

6）科目のデザイン例（教育プログラム例 1～3） 高巣幸二（北九州市立大学）

－－－休憩－－－

4.教員の倫理研修に向けて 平田京子（日本女子大学） 15:40-16:10

（1）教員の倫理教育研修の現状

（2）教員の倫理研修・教育の方法

（3）倫理教育研修の先進例

5.建築技術者の倫理教育・研修に関する意見交換 16:10-16:50

6.おわりに 松藤泰典（前掲） 16:50-17:00

定 員 50名

参加費 会員3,000円、登録メンバー 3,200円、学生2,000円、会員外3,500円（資料代含む）

申込方法 参加希望者は，氏名・所属・連絡先を明記の上，下記にE-mailかFAXでお申し込みください。

※定員に達した場合は，お断りの方にのみご連絡いたします。

申込・問合せ （社）日本建築学会総務グループ 一ノ瀬 E-mail：ichinose@aij.or.jp FAX03-3456-2058 TEL03-3456-2016

参加申込票 FAX03-3456-2058 E-mail：ichinose@aij.or.jp

9月24日（金）のシンポジウム「倫理教育プログラム開発のためのガイドブック」に参加します

氏名
会員（No. ）･登録ﾒﾝﾊﾞｰ･会員外･学生（会員･会員外）

※該当するものに○を付してください。

所属

電話番号 ファックス

E-mail

コメント

シンポジウム「倫理教育プログラム開発のためのガイドブック」

mailto:ichinose@aij.or.jp
mailto:ichinose@aij.or.jp

